















ロニアでは、占星術（天文予兆占い）がバビロン第 1 王朝時代（前 1760 年
頃 - 前 1595 年）から大規模に行われ始める1）。『エヌーマ・アヌ・エンリル
（Enūma Anu Enlil, 略称 EAE）』と呼ばれる、膨大な天文予兆占いを集成す
る一連の粘土板群（6500-7000 の占いを集成し2）、版によって粘土板 68 枚
あるいは 70 枚で構成される3））がカッシート時代（前 16 世紀初頭 - 前 12
世紀半ば）を通じて標準化され、前 1 千年紀に入るころにはアッシリアに
も伝わった4）。EAE の伝承は少なくともセレウコス朝のバビロン支配期 （前
305/304- 前 141/140 年）にまで続く5）。
『エヌーマ・アヌ・エンリル』という名称は、その第 1 粘土板冒頭部分
（シュメル語版とアッカド語版があり、それぞれ §0a, §0b と呼ばれる）に
































































に「ホロスコープ」BH 9 を訳出する13）。1 行目に表れる年はセレウコス紀
元によっており、この紀元は前 311/310 年（前 311 年の春に始まるバビロ
ニア暦の年）を元年とする。
1 （セレウコス紀元）第 63［年］（前 249/248 年）、テベト月 2 日夜、
2 アヌ・ベールシュヌが生まれた。
3 同日、太陽は磨羯宮の 9 度 30 分、






BH 9 は生まれた子供を rubû,「君子」とも呼んでいるが（5）、この場合
に占いの対象となっている人物アヌ・ベールシュヌについて、ボリューや
ロシュバーグは、バビロニア南部の都市ウルクで活動し、セレウコス紀元










































「ホロスコープ」や TCL 6 13 の他にも、子供の誕生時や幼少時の月や太
陽、5 惑星の状態からその子供の運命を占おうとする誕生占いは TCL 6 14
やいくつかの未刊行の粘土板から知られる（BM 32224, BM 32304, BM 
124





22 雇われ人（白羊宮）の場所 : 彼の家族の死。
 星々（金牛宮）の場所 : 戦死。
 大きな双児（双児宮）の場所 : 獄死。
23 蟹（巨蟹宮）の場所 : 海における死、長命。
 獅子（獅子宮）の場所 : 彼は長生きし、富む。あるいは彼の敵の捕
縛。
 畦（処女宮）の場所 : 彼は富む。心痛。
24 天秤（天秤宮）の場所 : 良い日々。40 年で（?）死ぬ。
 蠍（天蝎宮）の場所 : 心痛による死、彼の運命による死。
 パビルサグ（人馬宮）の場所 : 海における死。
25 山羊魚（磨羯宮）の場所 : 彼は貧しくなり、さまよい22）、病気に
なって、死ぬ。
 偉大な者（宝瓶宮）の場所 : 40 年で（?）、子らを得る。水による
死。
 尾（双魚宮）の場所 : 40 年で（?）死ぬ。遠い日々…
TCL 6 14 はさらに、Obv. 29-36 で、「（もしも）子供が生まれ、月が出
ているのであれば、（徴は）輝かしく、良く、正しく、そして長い。」といっ
た占いを木星、金星、水星、火星、土星、月、月食、日食について列挙す
る。これは先に引用した TCL 6 13 Obv. Col.ii 1-4 と並行する箇所であり、
後者の復元、解釈に根拠を与えている23）。








字文書は最近までバビロン由来の紀元後 74/75 年のアルマナク ADART 7 
no. 218 と考えられていたが24）、フンガーとデ・ヨングは、ウルク出土の粘
土板 W 22340a に刻まれた文書（ADART 7 no. 219）が、それよりも 5 年
下った後 79/80 年のアルマナクと見られることを主張している25）。アルマ
ナクとは、バビロニア暦のある一年の各月について、その長さ（太陰暦のた





乏しいが、後 2 世紀から後 3 世紀に上部メソポタミアの都市エデッサ（現
在の名前はシャンルウルファで、トルコ南東部に位置する）で活躍した
思想家バルダイサンはシリア語文学の現存最古の作品の一つである対話




BLC は大英図書館所蔵の犢皮紙写本 Add 14658 に含まれる形で保存され
ており、同写本に書かれたシリア文字の書体はライトによって後 7 世紀の
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Life and Death 
in Ancient Mesopotamian Astrology
by Yasuyuki MITSUMA
The purpose of this article is to show the development of astrology in 
ancient Mesopotamia (including Babylonia, Assyria, and Upper Mesopo-
tamia) from the late second millennium BC to the third century AD on the 
basis of key Akkadian astrological texts and celestial divinations cited and 
paraphrased by Bardaisan in Syriac. The main sources of this article are Ak-
kadian astrological texts written in cuneiform scripts on clay tablets, and The 
Book of the Laws of Countries, one of the earliest Syriac literary works. The 
latter is now preserved in the vellum manuscript Add 14658 of the British 
Library, and contains a dialog between the Edessene thinker Bardaisan, who 
lived in the second and third centuries AD, and his pupils. Bardaisan devel-
oped his anti-astrological thought in this work. 
In this article, the following points will be emphasized: (1) traditional 
Mesopotamian astrology, which appeared in the second millennium BC and 
flourished	in	the	court	of	Esarhaddon,	King	of	Assyria	from	680	to	669	BC,	
especially focused on the destiny of the country and the life and death of its 
ruler, i.e. the king himself; (2) Babylonian horoscopic astrology, which was 
invented	at	the	end	of	the	fifth	century	BC,	almost	simultaneously	with	the	
invention of the concept of zodiac, changed the tradition of Mesopotamian 
astrology to focus on the life and death of ordinary people; and (3) Bardaisan 
criticized the celestial divinations predicting the fate and behavior of ordi-
nary people, demonstrating the binding power of proper laws and customs of 
various nations of the world regardless of the positions of stars and planets.
